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�理事長　斎　藤　武　弘

定時総会あいさつ
令和８年度

　

会
員
・
賛
助
会
員
並
び
に
ご
来
賓

の
皆
様
方
、
関
係
機
関
・
団
体
の
皆

様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
当
セ
ン
タ
ー

事
業
に
格
別
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
表
彰
受
賞
者
の
皆
様
、
こ

の
度
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
第
四
次
中
期
事
業
計
画
の

初
年
度
と
な
る
昨
年
度
は
、
計
画
の

重
点
目
標
で
あ
る
「
会
員
の
拡
大
と

魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
」、「
就

業
機
会
の
拡
充
と
会
員
の
資
質
向

上
」、「
安
全
就
業
と
適
正
就
業
の
推

進
」、「
組
織
の
充
実
と
連
携
の
強

化
」、「
事
業
運
営
基
盤
の
強
化
」
に

向
け
て
、
重
点
目
標
別
の
各
種
施
策

と
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　

会
員
の
拡
大
で
は
、
年
度
目
標
ま

で
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
女
性
会

員
数
と
比
率
の
増
加
が
継
続
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
積
極
的
な
広
報
活

動
を
展
開
し
て
会
員
拡
大
を
進
め
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
の
ご
理
解
を

得
な
が
ら
就
業
先
の
開
拓
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

事
業
実
績
は
請
負
、
シ
ル
バ
ー
派

遣
と
も
に
堅
調
に
推
移
し
て
お
り
ま

す
。
請
負
事
業
で
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

法
施
行
を
受
け
た
新
た
な
契
約
方
法

（
包
括
的
契
約
）
へ
の
移
行
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
発

注
者
様
の
ご
理
解
を
得
て
今
年
度
か

ら
移
行
段
階
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
重
篤
事
故
ゼ
ロ
が
継
続
で

き
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
事
故
発
生
件
数
が
減
っ

て
い
な
い
状
況
で
す
。
熱
中
症
防
止

を
含
め
、
会
員
の
高
齢
化
を
踏
ま
え

た
一
層
の
安
全
就
業
対
策
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

組
織
や
事
業
運
営
に
関
し
て
は
、

引
き
続
き
改
正
認
定
法
へ
の
対
応
や

理
事
会
の
活
性
化
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
地
区
世
話
役
の
皆
様
と
の
課

題
共
有
と
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
行

し
、
依
然
と
し
て
深
刻
な
労
働
力
不

足
や
地
域
社
会
の
担
い
手
不
足
な
ど

が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
元
気
で
意
欲
の

あ
る
高
齢
者
が
就
労
す
る
こ
と
は
社

会
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
と
と
も

に
、
山
形
市
が
取
り
組
む
「
健
康
寿

命
」
の
延
伸
に
も
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
と
し
て
地
域
社
会

の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
と
知
識

を
生
か
し
た
就
業
機
会
を
創
出
し
、

高
齢
者
の
「
生
き
が
い
」「
働
き
が

い
」
と
「
地
域
の
ニ
ー
ズ
」
を
結
ぶ

こ
と
で
、
会
員
の
皆
様
が
健
康
で
人

生
が
よ
り
豊
か
な
も
の
と
な
る
よ
う
、

鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
関
係
各
位
か
ら
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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令和８年度令和８年度　表彰状受賞者　表彰状受賞者
１.　正副班長及び組長表彰（４名）
　地区班　正副班長及び組長として、５年以上在任し、退任される方

地　区　名 氏　　　名 地　区　名 氏　　　名
第 ８ 地 区 武　田　　　満 東 沢 地 区 加　藤　洋　一
東 沢 地 区 江　口　誠　一 出羽・明治地区 長谷川　浩　二

２．会員表彰（64名）
　会員として、５年以上在籍し、積極的に就業に励み、その業績が顕著であり、正副班長の推薦を受けた
７０歳を超えた方

地　区　名 氏　　　名 地　区　名 氏　　　名
第 ３ 地 区 岡　崎　辰　美 千 歳 地 区 丸　子　光　雄

〃 長谷川　　　滋 〃 齋　藤　典　昭
〃 大　浦　英　司 飯塚・椹沢地区 伊　藤　栄　子
〃 五十嵐　　　健 〃 佐　藤　　　実

第 ４ 地 区 渡　部　洋　子 〃 臼　井　弘　子
第 ５ 地 区 佐　藤　吉　和 〃 臼　井　英　人

〃 新　関　則　子 〃 河　合　美也子
〃 脇　川　清　道 東 沢 地 区 會　田　美枝子

第 ６ 地 区 吉　田　みち子 〃 柴　田　幸　子
〃 矢　作　節　子 滝 山 １ 地 区 土　田　トク子
〃 梁　川　　　隆 〃 平　山　　　尚

第 ７ 地 区 國　分　由　行 〃 垂　石　有　二
〃 矢　作　初　子 〃 齋　藤　節　子
〃 武　田　悦　子 〃 山　口　喜　苗

西 地 区 渋　谷　幸　子 〃 菅　原　栄　司
第 ９ 地 区 遠　藤　隆　吉 金 井 地 区 小　関　和　子
第 10 地 区 中　原　岳　司 〃 山　岸　孝　子

〃 大　場　　　寛 〃 菱　河　美　子
〃 坂　野　恵　子 大 郷 地 区 佐　藤　政　昭
〃 広　谷　和　彦 山寺・高瀬地区 熊　谷　栄　子
〃 菅　井　伸　二 〃 大　友　智恵子
〃 松　田　浩　子 蔵 王 地 区 小　林　久　子
〃 杉　本　久美子 〃 相　澤　忠　司
〃 郷　野　通　治 南山形・本沢地区 小　林　一　二

鈴 川 ２ 地 区 小　鹿　恵　司 〃 志　田　省　三
〃 森　川　　　仲 〃 庄　司　きよ子
〃 菊　地　政　美 〃 富　田　正　美
〃 佐　藤　嘉　幸 南 沼 原 地 区 矢　口　博　史

鈴 川 ３ 地 区 高　梨　秀　昭 〃 服　部　源　吉
〃 佐　藤　正　三 〃 半　田　幸　雄
〃 丸　田　優　子 〃 海　野　浩　吉

千 歳 地 区 矢田目　喜　祥 〃 大　嶋　亮　爾

－ 3 －

令和８年７月１日 第 163 号シルバーやまがた



　「山形市シルバー人材センター
第４次中期事業計画」の初年度と
なる令和７年度は、第４次中期事
業計画に掲げる５つの重点目標に
向けて各種施策と事業に取り組み
ました。会員数については、前年
度末の会員数を１０人上回る１，３１０人となりました。目標の３７人純増までは至りませんでしたが、
女性会員数・比率の増加傾向が続き、入会説明会への参加者数も増加しています。
　事業実績は堅調に推移し、請負事業の契約金額は前年度より６２３万円増の5億3千7百万円とな
りました。派遣事業は、前年度対比８９０万円増の1億5千万円となりました。
　フリーランス法施行を受けた新たな契約方法への移行は、契約金額ベースで請負事業の約３
分の２が令和８年度から移行の見込となりました。
（詳しくは令和８年度定時総会議案書をご参照ください。）

　　令和７年度事業実績
項　目 ７年度実績 ６年度実績 比　較

会 員 数 正 会 員 数 1,310人 1,300人 10人

請 負 事 業
契 約 金 額 537,654千円 531,420千円 6,234千円
就業延人員 108,696人日 112,050人日 △3,354人日
受 託 件 数 4,868件 5,056件 △188件

シルバー派遣事業 契 約 金 額 150,324千円 141,424千円 8,900千円

　就労環境が大きく変化する中、シルバー人材センターで
は、会員の拡大や就業機会の確保に加えて、インボイス制
度へのさらなる対応、フリーランス法施行に関連した契約
方法の見直し、公益法人認定法改正に則した財政運営の柔
軟化やガバナンスの充実など、今後も様々な課題への対応
が必要となっています。
　そのような中、全国シルバー人材センター事業協会から
は「新たな仲間づくり計画」と題した新たな目標と取組みが示されております。当センターに
おいても、これまでの中期事業計画の成果や課題、全シ協の指針等を踏まえて、令和７年度を
初年度とする「第４次中期事業計画」を策定し、事業や取り組みを進めております。
　令和８年度においても、「自主・自立、共働・共助」のシルバーの基本に立ち、高齢者の豊
かな経験と知識を生かした就業機会を創出し、高齢者の「生きがい」「働きがい」と「地域の
ニーズ」を結ぶことで、会員が健康で、人生がより豊かなものとなるようサポートするととも
に、公益社団法人として地域社会の期待に応えることができるよう、会員並びに関係機関等と
連携してセンターの事業を推進してまいります。
（詳しくは令和８年度定時総会議案書をご参照ください。）
基本方針
１�．会員の拡大と就業機会の拡充、会員と就業先のマッチングを推進します。
２�．会員の健康意識の向上と安全な就業環境づくりを推進します。
３�．地域課題や社会課題に対応した事業を推進します。
重点目標
１．会員の拡大と魅力あるセンターづくり　　２．就業機会の拡充と会員の資質向上
３．安全就業と適正就業の推進　　４．組織の充実と連携の強化　　５．事業運営基盤の強化

令和７年度　令和７年度　事　業　報　告事　業　報　告

令和８年度　令和８年度　重点目標と事業計画重点目標と事業計画

健康いきいき　女性部会コミサロン健康いきいき　女性部会コミサロン
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当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
八

年
度
定
時
総
会
が
、
六
月
十
五
日
（
月
）、

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
山
副
理
事
長
の
開
会
、
斎
藤
理
事
長

の
挨
拶
、
各
功
労
者
の
方
々
へ
の
表
彰
状

の
贈
呈
、
来
賓
祝
辞
の
後
、
事
務
局
よ
り
、

出
席
者
八
〇
名
、
委
任
状
に
よ
る
議
決
権

行
使
者
八
七
二
名
、
合
せ
て
九
五
二
名
と

な
り
、
会
員
総
数
一
、二
一
八
名
の
過
半

数
に
達
し
、
総
会
が
成
立
す
る
旨
の
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
長
に
永
橋
憲
昭
会
員
（
第

八
地
区
）
を
選
出
し
て
議
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

四
件
の
報
告
事
項
の
後
、
議
案
二
件
に

つ
い
て
の
説
明
と
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
通
り
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
監
事
の
ご
退
任
と
ご
就

任
の
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

退
任
さ
れ
る
各
位
に
は
、
セ
ン
タ
ー
事

業
発
展
の
た
め
率
先
し
て
ご
尽
力
を
賜
り
、

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
八
年
度
も
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

（
文
責　

広
報
部
会
長
）

令和８年度令和８年度

定時総会が開催されました定時総会が開催されました

総会風景総会風景

世話役表彰世話役表彰 会員表彰会員表彰

議長挨拶議長挨拶
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
世

話
に
な
っ
て
早
九
年
目
に
な
り
ま
し

た
。
去
年
の
七
月
、
後
期
高
齢
者
に

な
っ
た
事
を
さ
か
い
に
仕
事
は
辞
め
、

現
在
は
地
区
の
組
長
で
世
話
役
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
現
役
を
退
い
た
当
時
は
、

六
十
歳
で
定
年
、
そ
の
後
三
年
の
嘱

託
勤
務
と
言
う
の
が
大
方
の
パ
タ
ー

ン
で
し
た
。
四
十
年
に
渡
る
勤
労
生

活
か
ら
解
放
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
温
め

て
き
た
思
い
に
全
力
を
傾
け
る
事
が

で
き
る
と
、
当
初
は
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
思
い
と
は
別
に
中
々
現
実
は
、

旨
く
事
が
運
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
人

生
そ
の
時
代
そ
の
時
代
、
様
々
な
課

題
が
突
き
つ
け
ら
れ
て
く
る
も
の
だ

と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
年
間
、
縛
り
の
な
い
自
由
の
中

で
趣
味
等
に
時
間
を
費
や
し
ま
し
た

が
、
時
間
を
や
り
繰
り
し
て
い
た
現

役
時
代
に
比
べ
る
と
充
実
感
が
あ
ま

り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

六
十
六
歳
の
時
、
入
会
し
た
当
初

は
、
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
仕
事
で

戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
様
々
な

職
種
の
経
験
者
と
の
出
会
い
、
さ
ら

に
は
月
の
半
分
が
仕
事
で
埋
ま
る
こ

と
で
、
充
実
し
た
時
間
を
お
く
る
こ

と
が
で
き
た
事
は
思
わ
ぬ
収
穫
で
し

た
。

　

一
日
二
十
四
時
間
の
生
活
サ
イ
ク

ル
で
毎
日
を
送
っ
て
い
る
私
た
ち
は
、

お
お
よ
そ
勤
労
者
時
代
は
、
仕
事
に

八
時
間
、
睡
眠
に
八
時
間
、
お
風
呂

や
食
事
等
、
諸
事
に
八
時
間
と
生
活

の
リ
ズ
ム
で
作
っ
て
き
ま
し
た
。
退

職
後
は
勤
労
者
時
代
の
八
時
間
の
仕

事
の
部
分
が
そ
っ
く
り
抜
け
る
の
で

す
。
長
寿
社
会
に
な
っ
た
現
在
、
そ

の
八
時
間
を
ど
う
使
い
、
ど
う
生
き

る
か
は
、
退
職
後
の
私
た
ち
の
課
題

で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
、
私
は
古
希
を
迎
え
ま
す
。

　

私
は
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、
観
戦

に
よ
く
出
か
け
ま
す
。
中
学
時
代
は

運
動
部
に
所
属
、
高
校
入
学
後
も
運

動
部
に
入
り
思
い
出
す
事
は
、
高
校

一
年
生
の
厳
し
い
練
習
で
す
。

　

入
学
し
た
学
校
は
県
内
で
も
有
名

な
強
豪
校
で
し
た
。
上
下
関
係
は
厳

し
く
、
校
内
で
の
挨
拶
は
も
ち
ろ
ん
、

街
の
中
で
も
会
っ
た
ら
挨
拶
す
る
の

が
決
ま
り
で
、
街
中
で
挨
拶
す
る
と

き
は
、
通
行
人
が
び
っ
く
り
す
る
ほ

ど
で
し
た
。
今
で
も
先
輩
に
会
っ
た

と
き
は
、
大
声
で
は
な
い
に
せ
よ
自

然
と
声
が
出
て
挨
拶
を
し
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
ハ
ー
ド
で
朝
錬
も
あ
り
、

朝
は
基
礎
運
動
が
メ
イ
ン
で
二
年
生

か
ら
は
厳
し
く
、
優
し
く
、
た
ま
に

は
愛
の
ム
チ
で
指
導
さ
れ
、
腕
立
て

な
ど
は
一
日
数
百
回
し
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
大
会
、
遠
征
、
合
宿

の
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
練
習
の
厳
し

さ
、
辛
か
っ
た
こ
と
…
そ
れ
で
も
三

年
間
辞
め
ず
に
や
り
通
し
た
こ
と
な

ど
が
、
七
十
歳
を
前
に
懐
か
し
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

　

遡
る
事
六
〇
有
余
年
、
物
心
付
い

た
頃
祖
母
に
連
れ
ら
れ
、
美
空
ひ
ば

り
主
演
の
映
画
を
中
心
に
頻
繁
に
映

画
館
通
い
を
し
て
い
た
。
何
故
か
と

云
え
ば
、
商
家
で
あ
る
家
の
出
入
客

に
対
し
、
イ
タ
ズ
ラ
が
過
ぎ
迷
惑
掛

け
る
為
、
家
に
居
て
ほ
し
く
無
か
っ

た
か
ら
と
親
の
弁
、
か
く
し
て
一
番

目
の
趣
味
「
映
画
鑑
賞
」
が
始
ま
る
。

　

就
職
三
年
目
、
宇
都
宮
勤
務
の
着

任
時
、
ク
ラ
ブ
セ
ッ
ト
を
手
渡
さ
れ

給
与
引
き
の
手
配
済
と
云
わ
れ
、
翌

南
山
形
・
本
沢
地
区

枝
松
　
和
美

な
つ
か
し
く
想
う

南
沼
原
地
区

佐
々
木
　
裕

「
趣
味
」
を
辿
る

東
沢
地
区

加
藤
　
洋
一

退
職
後
を
振
り
返
っ
て
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週
「
歓
迎
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
で
初
プ

レ
ー
。
ス
コ
ア
１
４
５
で
、
二
番
目

の
趣
味
の
始
ま
り
。

　

四
十
七
歳
函
館
勤
務
、
テ
ニ
ス

レ
ッ
ス
ン
中
に
「
バ
キ
ッ
」
館
内

に
響
く
鈍
い
音
、
右
ア
キ
レ
ス
腱

断
裂
‼
こ
の
八
年
前
の
弘
前
勤
務

時
、
社
内
運
動
会
の
リ
レ
ー
で
左
ア

キ
レ
ス
腱
断
裂
を
経
験
済
。
左
右
の

バ
ラ
ン
ス
は
と
れ
る
も
運
動
恐
怖
症

に
。
リ
ハ
ビ
リ
の
為
負
荷
の
軽
い
ボ

ウ
リ
ン
グ
を
始
め
第
三
の
趣
味
と
な

り
、
現
在
は
Ｆ
Ｂ
で
週
一
回
リ
ー
グ

戦
を
行
っ
て
い
る
。

　

山
形
に
て
定
年
退
職
、
縁
有
っ
て

桜
づ
つ
み
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
会
員

と
な
り
、
週
三
回
程
の
ペ
ー
ス
で
約

二
時
間
、
仲
間
と
ダ
ベ
り
な
が
ら
の

プ
レ
ー
で
「
第
四
の
趣
味
」
を
エ
ン

ジ
ョ
イ
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
も
う
三
年
目
と
な
る

が
、
何
と
云
っ
て
も
Ｍ
Ｌ
Ｂ
、
否

ド
ジ
ャ
ー
ス
で
も
な
く
大
谷
の
プ

レ
ー
！
一
挙
手
一
投
足
が
楽
し
く
、

云
わ
ば
大
谷
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
が
「
第

五
の
趣
味
」
で
、
最
後
に
成
る
か
？

将は
た

又ま
た

新
た
な
趣
味
が
出
現
す
る
の
か
、

自
問
自
答
し
つ
つ
ペ
ン
を
置
き
ま
す
。

　

今
年
の
二
月
に
喜
寿
を
迎
え
た
。

こ
こ
ま
で
来
る
の
に
数
多
く
の
病
と

友
達
と
な
っ
た
。
ま
さ
に
、
病
気
の

デ
パ
ー
ト
だ
。
そ
こ
で
考
え
た
こ
と

は
、
健
康
雑
誌
等
か
ら
収
集
し
た

マ
ッ
サ
ー
ジ
に
よ
る
自
力
療
法
だ
。

無
論
、
諸
説
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

　

一
、
腸
も
み
…
仰
向
け
で
膝
を
立

て
腹
式
呼
吸
に
合
わ
せ
て
両
手
の
指

鈴
川
三
地
区

長
谷
川
　
仁

私
の
健
康
法

先
を
み
ぞ
お
ち
か
ら
下
方
に
時
計
回

り
に
優
し
く
逆
「
の
」
の
字
を
描
く

よ
う
に
押
し
て
い
く
。
胃
腸
の
動
き

（
ぜ
ん
動
運
動
）
を
活
発
に
し
、
自

律
神
経
の
安
定
と
血
液
と
リ
ン
パ
液

の
流
れ
を
良
く
し
免
疫
力
の
ア
ッ

プ
・
便
秘
と
冷
え
性
の
解
消
に
繋
が

る
。
起
床
時
、
就
寝
前
に
三
分
程
度

行
う
の
が
望
ま
し
い
。

　

二
、
頭
も
み
…
両
手
の
指
の
腹
を

使
い
前
頭
部
・
側
頭
部
・
頭
頂
部
・

後
頭
部
を
円
を
描
く
よ
う
に
三
回
揉

む
。
頭
皮
の
血
行
を
促
進
し
眼
精
疲

労
や
首
肩
こ
り
の
緩
和
、
自
律
神
経

が
整
い
深
い
眠
り
に
繋
が
る
。
お
風

呂
上
り
の
血
行
の
良
い
時
や
就
寝
前

に
す
る
の
が
効
果
的
だ
。

　

三
、
耳
も
み
…
①
両
耳
の
上
を
つ

ま
ん
で
上
に
、
②
耳
の
真
ん
中
を
つ

ま
ん
で
左
右
に
、
③
両
耳
の
耳
た
ぶ

を
つ
ま
ん
で
下
に
、
い
ず
れ
も
五
秒

引
っ
張
っ
て
離
す
。
五
回
続
け
る
こ

と
で
耳
の
血
液
循
環
が
良
く
な
り
、

耳
鳴
り
・
難
聴
の
予
防
改
善
に
な
る
。

　

四
、
鼻
も
み
…
鼻
の
付
け
根
付
近

の
両
側
に
は
「
清
明
」
と
、
小
鼻
の

膨
ら
み
部
分
の
両
側
に
「
迎
香
」
と

い
う
ツ
ボ
が
あ
る
。
人
指
し
指
（
又

は
中
指
）
の
腹
で
円
を
描
く
よ
う
に

揉
む
こ
と
で
花
粉
症
や
副
鼻
腔
炎
の

症
状
が
軽
減
す
る
。
紙
面
の
都
合
で

一
部
割
愛
し
た
が
、
各
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
続
け
る
こ
と
で
、
き
っ
と
長
生
き

し
て
み
せ
よ
う
百
ま
で
も
…
。

◦
く
ち
な
し
の
一
人
の
夜
の
香
り
か
な

◦
木
も
れ
陽
と
葉
ず
れ
の
さ
さ
や
き
子
守
歌
　
何
を
夢
む
か
天
使
の
君
よ

◦
色
付
い
た
線
路
の
端は

た

の
桑
の
実
を
　
口
に
含
め
ば
記
憶
の
中
へ

俳
句
・
短
歌

エ
ス
テ
ル
わ
か
子
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令
和
七
年
度
は
、
事
故
ゼ
ロ
を
目
標
に
事
故
防
止
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
八
件
の
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
会
員
各
自
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
緊
張
感
を
持
っ
て
、
安
全
就
業
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
守
る

活
動
を
展
開
し
て
頂
き
Ａ
→
「
当
た
り
前
の
こ
と
を
」
Ｂ
→
「
馬
鹿
に
し
な
い
で
」
Ｃ
→
「
ち
ゃ

ん
と
す
る
」
の
合
言
葉
で
安
全
な
就
業
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

引
き
続
き
今
年
度
も
会
員
の
方
が
健
康
で
就
業
出
来
ま
す
よ
う
に
、
各
地
区
班
及
び
、
職
群
班

と
と
も
に
連
携
協
力
を
密
に
し
、
事
故
防
止
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
七
月
は
「
全
国
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
」
と
し
て
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
間
、

全
シ
協
・
各
地
区
Ｓ
Ｃ
が
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

安
全
就
業
推
進
委
員
会

�

委
員
長　

髙
橋
　
眞
一

理
事
長�

斎
藤
　
武
弘

副
理
事
長�

平
山
　
　
尚

常
務
理
事�

石
川
　
一
幸

理　

事�

平
吹
　
史
成

理　

事�

髙
瀨
　
謙
治

理　

事�

増
子
　
俊
昭

（
総
務
部
会
）

理　

事�

平
山
　
　
尚

理　

事�

福
田
美
知
子

（
事
業
部
会
）

理　

事�

岸
　
　
英
一

理　

事�

原
田
　
好
雄

（
広
報
部
会
）

理　

事�

岸
　
　
純
一

理　

事�

齋
藤
　
　
隆

（
女
性
部
会
）

理　

事�

土
田
ト
ク
子

理　

事�

大
友
智
恵
子

（
安
全
就
業
推
進
委
員
会
）

理　

事�

髙
橋
　
眞
一

理　

事�

金
澤
　
忠
次

監　

事�

石
山
　
昌
之

監　

事�

國
井
　
康
彦

令
和
八
年
度 

役
員
体
制
紹
介

　

令
和
八
年
度
定
時
総
会

に
て
、
新
た
に
一
名
の
役

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

監　

事�

國
井
　
康
彦

�

（
市
社
会
福
祉
事
業
団
推
薦
）

─
あ
り
が
と
う

─
あ
り
が
と
う

��

ご
ざ
い
ま
し
た
─

ご
ざ
い
ま
し
た
─

監　

事

監　

事��

武
田
　
吉
浩

武
田
　
吉
浩

【
強
化
月
間
の
取
り
組
み
事
項
】

一
　
安
全
就
業
推
進
委
員
会
の
開
催

二
　
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
活
動
の
推
進

　

◦
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

◦
安
全
保
護
具
の
完
全
着
用
の
徹
底
（
安
全
帽
・
安
全
帯
等
の
装
着
）

　

◦
機
械
器
具
、
安
全
保
護
具
の
点
検
整
備

　

◦
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
の
携
帯
徹
底

三
　
安
全
意
識
高
揚
策
の
充
実

　

◦
安
全
標
語
の
募
集
と
優
秀
作
品
の
表
彰
及
び
安
全
講
習
会
の
開
催

　

◦
事
故
再
発
防
止
対
策
の
徹
底

　

◦�

「
重
大
事
故
速
報
」
や
「
安
全
就
業
推
進
委
員
会
だ
よ
り
」
の
発
行
で
再
発
防
止
の
喚
起

四
　
会
員
の
健
康
管
理
意
識
高
揚

　

◦
総
合
健
康
診
断
の
受
診
を
推
奨

五
　
就
業
途
上
の
交
通
事
故
防
止

役
員
体
制

退
任
役
員
紹
介

退
任
役
員
紹
介

安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間

安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間

令
和
八
年
度

ス
ロ
ー
ガ
ン
『
声
掛
け
は
　
仲
間
を
守
る
　
い
の
ち
綱
』
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山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
自
転
車
再
生
・
販
売
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
駐
輪
場
や
そ
の
他
の
所
に

長
期
間
放
置
さ
れ
、
市
が
拾
得
物
と
し

て
処
理
し
た
自
転
車
の
中
か
ら
、
再
生

可
能
な
も
の
を
選
別
し
、
会
員
の
手
で

一
台
ず
つ
丁
寧
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
訪
問
し
た
の
は
、
五
月
の

第
二
土
曜
日
、
場
所
は
あ
か
ね
ヶ
丘
に

あ
り
ま
す
、
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
作
業
所
で
、
朝
八
時
よ
り
の
販

売
で
し
た
。
当
日
は
十
二
台
が
展
示
さ

れ
、
価
格
は
六
千
五
百
～
八
千
円
、
マ

マ
チ
ャ
リ
を
始
め
様
々
な
タ
イ
プ
、
サ

イ
ズ
の
も
の
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
鈴

木
会
員
に
お
話
を
伺
う
と
驚
く
ほ
ど
細

や
か
で
す
。

　

ま
ず
は
解
体
・
錆
取
り
・
ギ
ヤ
の
動

作
確
認
の
ほ
か
、
部
品
の
調
整
交
換
・

鍵
は
新
品
交
換
・
中
古
品
な
の
で
タ
イ

ヤ
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
こ

は
溝
の
し
っ
か
り
し
た
も
の
へ
と
対
応

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

訪
れ
た
方
々
は
お
気
に
入
り
の
一
台

を
求
め
て
、
試
乗
を
す
る
方
も
。
も
ち

ろ
ん
販
売
時
に
は
防
犯
登
録
や
自
転
車

保
険
の
案
内
、
法
改
正
に
伴
う
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
推
奨
な
ど
、
安
全
に

乗
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
販
売
は
毎
年
三
月
の
第
三
土

曜
日
、
四
～
十
月
の
第
二
土
曜
日
八
時

よ
り
開
始
さ
れ
、
年
間
八
十
台
（
目
標

値
）
を
世
に
送
り
出
す
こ
の
活
動
で
は

新
し
い
仲
間
も
募
集
中
で
す
。「
自
転

車
に
乗
る
の
が
好
き
」「
機
械
い
じ
り

が
得
意
」
と
い
う
方
な
ら
ど
な
た
で
も

大
歓
迎
。「
手
作
業
の
楽
し
さ
を
分
か

ち
合
え
る
仲
間
が
ほ
し
い
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

自
転
車
購
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
技
術
を
地
域
に

役
立
て
た
い
と
い
う
方
も
、
ぜ
ひ
事
務

局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�

（
取
材
・
広
報
部
）

就業会員を訪ねて就業会員を訪ねて
鈴木　健治　阿部健次郎　新林彦一郎
橋本　雄司　山口　正幸　江場佐登志

自転車再生事業

新入会員紹介
第 １ 地 区 古瀬　利明

工藤　早苗
渡辺　裕則
桑原　隆夫

第 ２ 地 区 大泉由美子
新妻　孝子

第 ３ 地 区 西倉　政広
湯口　真一
鈴木　惠厚

第 ６ 地 区 櫻井　　隆
原田　宏明

第 ７ 地 区 原田　和子
西 地 区 長谷川貞三
第 ８ 地 区 長岡　吉英

白石千津子
大井　明彦
志田　恭一

第 ９ 地 区 細谷喜代子
川合　　孝
齊藤　　保
髙橋眞知子
北川ひで子

第 10 地 区 清野　　昇
岡﨑　重藏
加藤　順子
大滝　一則
早坂　裕子

鈴川２地区 稲村　政巳
三澤　　隆
荒　　清人
佐藤しづ子
板垣多津雄
武田　和子
須藤ミチ子

鈴川３地区 長谷川　浩
三澤　健広

千 歳 地 区 原田としえ
鈴木　初美
丹野　善助
片山　博雄
平泉　米子
菊地　秀子
縄野　智宣

飯塚・椹沢地区 小山　和浩
山川　信治
永井由夏里

東 沢 地 区 長谷川　誠
山川　輝彦
江口　博也

滝山１地区 井上　敏夫
菅野　泰志
佐藤　律子

滝山２地区 五十嵐優子
青木みゆき

出羽・明治地区 結城　金悟
高橋　富雄

金 井 地 区 遠藤　一博
多田　惠子

大 郷 地 区 丹野　淳子
髙橋富志雄
阿部　　淳

山寺・高瀬地区 武田　里美
蔵 王 地 区 佐々木　健

伊藤　洋子
南山形・本沢地区 保科　秋雄

竹田　妙子
黒田　孝子

南沼原地区 廣谷惠美子
鈴木　　肇
小島　真澄
細矢　敏美
髙橋　政志

西 部 地 区 横川　　勝
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あ と が き
　

つ
い
最
近
二
○
二
五
年
の
全
国

中
小
企
業
の
倒
産
が
二
年
連
続
で

一
万
件
を
超
え
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
が
あ
り
ま
し
た
。
原
因
と
し
て

物
価
上
昇
、
人
手
不
足
等
諸
事
情

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
手
不

足
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
今
、

シ
ル
バ
ー
会
員
の
活
躍
は
大
い
に

必
要
視
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

広
報
シ
ル
バ
ー
や
ま
が
た

一
六
二
号
で
女
性
会
員
の
比
率
が

三
○
パ
ー
セ
ン
ト
超
え
と
の
内
容

が
あ
り
嬉
し
い
限
り
だ
と
思
い
ま

す
。

　

今
一
歩
外
に
出
て
み
る
と
お
元

気
な
シ
ル
バ
ー
の
方
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
会
員
の

方
が
就
業
先
で
頑
張
っ
て
い
る
姿

を
拝
見
す
る
と
「
私
も
頑
張
ら
な

い
と
」
と
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
、
必
要
不
可
欠

な
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
知

人
・
友
人
な
ど
お
誘
い
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
れ

ま
で
得
た
知
識
や
技
術
な
ど
を
再

度
生
か
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

�

（
Ｋ
・
Ｔ
）

（公社）
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

山
形
市
双
葉
町
一
丁
目
二
番
三
号

電
話（
〇
二
三
）六
四
七−

六
六
四
七

U
R

L：
https://w

ebc.sjc.ne.jp/yam
agatashi

E
-m

ail：
yam

agatashi@
sjc.ne.jp

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

※�

就
業
相
談
の
受
付
は
午
後
一
時
十
五
分

か
ら
で
す
。
予
約
等
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
と
お
願
い

■
配
分
金
支
払
日

　
七
月
十
七
日（
金
）

　
八
月
二
十
日（
木
）

　
九
月
十
八
日（
金
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧

誘
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
七
月
二
日（
木
）　
七
日（
火
）

　
　
　
十
六
日（
木
）

　
八
月
三
日（
月
）　
二
十
日（
木
）

　
　
　
二
十
五
日（
火
）

　
九
月
一
日（
火
）　
七
日（
月
）

　
　
　
十
五
日（
火
）

■
就
業
相
談
日（
午
後
一
時
三
十
分
）

　（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　
七
月
八
日（
水
）

　
八
月
五
日（
水
）

　
九
月
九
日（
水
）

　
訃
　
報

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を

�

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す　

第
九
地
区

　
　

齋
藤　

忠
道
さ
ん（
六
十
七
歳
）

山
寺
・
高
瀬
地
区

　
　

斎
藤　

吉
典
さ
ん（
七
十
四
歳
）

南
山
形
・
本
沢
地
区

　
　

山
川　

清
光
さ
ん（
七
十
一
歳
）

南
山
形
・
本
沢
地
区

　
　

斉
藤　

益
男
さ
ん（
七
十
四
歳
）

　
地
域
の
総
合
健
診
は

�

必
ず
受
け
よ
う
！

　

健
康
で
な
け
れ
ば
良
い
仕
事
は
で

き
ま
せ
ん
。
各
地
区
の
総
合
健
診
を

受
診
し
て
、
健
康
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

常
務
理
事
（兼）
事
務
局
長�

石
川　

一
幸

業
務
課
長�

菅
野　

千
春

業
務
係

主
任�
原
田　

弘
之

主
事�

小
澤　
　

亮

嘱
託
職
員�

平
田　

悦
一

嘱
託
職
員�

奥
山　

専
弘

嘱
託
職
員�

平
澤　

彩
佳

総
務
係

係
長�

斎
藤　

康
子

嘱
託
職
員�

後
藤
可
南
子

嘱
託
職
員�

佐
藤　

裕
美

事
務
局
紹
介

セ
ン
タ
ー
緊
急
連
絡
先

〇
九
〇

－

六
二
五
五

－

五
三
〇
二

　

土
日
・
祝
日
に
事
故
等
が
発
生

し
た
場
合
の
緊
急
連
絡
先
で
す
。

　
ま
た
、
会
員
証
と
一
緒
に
お
渡

し
す
る
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
は
、
就

業
の
際
必
ず
携
帯
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
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